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あなたのまちで発令される避難に関する情報の入手方法を調べましょう。

あなたが災害時に避難する避難場所はどのような災害が想定されています
か。

特別警報が発表されたときは，直ちに命を守る行動をとりましょう。

4.  災害時の情報の収集と活用①

▶特別警報に相当する過去の主な災害 

　 ▶」報警別特「 数十年に一度の大雨が予想されるなど，重大な災害が起こる可能性が著しく高まっている場合に発表
されるもので，大雨，暴風，大雪などが対象となっています。大津波警報や噴火警報（居住地域），緊急
地震速報（震度６弱以上）も特別警報に位置付けられています。
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死者行方不明者 18,000 人以上
死者行方不明者 230 人
死者 104 人
（いずれも地震を含
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15,000 人以上避難
死者行方不明者 43人
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東北地方太平洋沖地震
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死者行方不明者 18,000 人以上
（津波を含む）
死者行方不明者 23人
死者行方不明者 6,437 人
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避難準備情報
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避難指示

避難場所名 想定している災害
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上の避難しなかった理由などから，地震などの災害が起こったとき，どの
ように避難行動をとればよいかを考えましょう。また，警報の意味につい
て話し合い，その意見を書きましょう。

災害発生時，災害を過小評価してしまうなどの心理状態になることがあり
ます。これを防ぎ，命を守るためにはどのように行動することが大切かを
考え，まとめましょう。
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近年の津波避難時の行動・意識
地震名 千島列島東方の地震 千島列島東方の地震 東北地方太平洋沖地震

地震発生年月日時分 2006 年 11 月 15 日 20:14 2007 年 1月 13日 13:23 2011 年３月 11日 14:46
マグニチュード 7.9 8.2 9.0
津波警報の種類 津波 津波 大津波

最大津波高（観測所） 0.84m（三宅島坪田） 0.43m（三宅島坪田） 19.6m（南三陸町志津川）
死者・行方不明者 なし なし 18,456 名（警察庁）

調査場所
（サンプル数） 根室市，網走市，釧路市（600 名） 岩手県，宮城県，福島県の沿岸地域（870 名）

避難率  ※１ 46.7% 31.8% 57%

避難したきっかけ
（複数回答，
上位３つ）  ※2

）%9.76（でのたい聞を報警波津  ①
めたたけかび呼を難避が町や市  ②

（50.0%）
でのたっ言とうよし難避が族家  ③

（39.3%）

）%4.75（でのたい聞を報警波津  ①
めたたけかび呼を難避が町や市  ②

（50.0%）
でのたっ言とうよし難避が族家  ③

（42.6%）

①大きな揺れから津波が来ると思ったから
（48％）
②家族または近所の人が避難しようと言っ
たから（20％）

③近所の人が避難していたから（15％）

避難しなかった理由
（複数回答，
上位３つ） ※3

なわ思はと険危が所場たいきとのそ  ①
かった（54.0%）

き大なうよるえ越を堤潮防や堤波防  ②
な津波は来ないと思った（36.8%）

がさ高の波津たし襲来でどな室根  ③
0.4m 程度という放送を聞いたので
（29.9%）

なわ思はと険危が所場たいきとのそ  ①
かった（43.4%）

しいた，がた出が報警波津に年6002  ②
た津波が起きなかったので（34.5%）

き大なうよるえ越を堤潮防や堤波防  ③
な津波は来ないと思った（21.2%）

①自宅に戻ったから（22％）
②家族を探しに行ったり，迎えに行ったり
したから（21％）

③過去の地震でも津波が来なかったから
（11％）

津波警報を見聞きした割合  ※4 82.2% 81.2% 83%

津波警報の入手手段
（複数回答，上位３つ）

① NHKテレビから（70.3%）
② 民放テレビから（50.0%）
③ 市の広報車から（25.0%）

① NHKテレビから（61.6%）
② 民放テレビから（42.0%）
③ 市の広報車から（24.6%）

）%25（らか線無災防  ①
）%71（らかオジラ  ②

）%7（らか人や車の防消  ③
避難指示等を見聞きした割合  ※5 78.3% 65.3% 45%

避難指示等の入手手段
（複数回答，上位３つ）

① NHKテレビから（58.9%）
② 市の広報車から（49.6%）
③ 民放テレビから（31.2%）

① NHKテレビから（51.4%）
② 市の広報車から（50.5%）
③ 民放テレビから（27.9%）

①防災行政無線から（45％）
②消防車や人から（22％）
③ラジオから（10％）

避難に関する
特徴事項

2006 年に避難した人は約半数（46.7%）であり，2007 年は 31.8%である。避難
しなかった理由として，2007 年には「2006 年の津波がたいしたことなかった」
が約 30％となっている。
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